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福 岡 県 沖 の 島 の 脊 椎 動 物 相,と くに

鼠 相 の 特 殊 性 に つ い で

平 岩 馨 邦 ・ 内 田 照 章

On vertebrate fauna of  Okino-shirna, Fukuoka Prefecture, 

      with special reference to the peculiarity 

                 of murine fauna 

      Yoshi Kuni Hiraiwa and Teruaki Uchida

1.ま え が き

福岡県宗像郡大島村沖の島の動物相についてはすでに池田 ・安元(1933)お よび大島

(1934a,b)の 報告があ り,対象は主 として汀棲動物にむけられている.これらの報告にはア

ワビ,サ ザエ,ヨ メガカサ,カ ニグマシな どの磯の動物に非常に大形のものが少なくない

こと,爬 虫類 としては大形の トカゲがあるのみで両棲類の棲息をみないこと,こ れに反 し

てオオミズナギ ドリが広 く棲息していることなど興味深い諸点が述べられている.沖 の島

の哺乳動物相は小島の特徴の最た るものとして種類数がきわめて乏しい.鼠 とコウモ リの

棲息は知られているが,い ずれ も種不明であつた.オ オ ミズナギ ドリの繁栄から食肉動物

の欠如は明らかである.そ の後Kuroda&Uchida(1959)は 同島からオキノシマコジ

ネズミを報告 した.

一般に離島の動物相はその生態地理学的特殊性 と相まつて注目をひ くものが多い.同 島

の動物相をさらに解明すべく本学農学部動物学教室 と昆虫学教室有志の協同の下に調査が

行なわれた.本 報では特に鼠相の特殊性を論 じ,あ わせてオオ ミズナギ ドリの2,3の 生

態観察および トカゲの特異性について報告する.そ の他の鳥類については前記報告を参照

されたい・ 調査は昭和33年7月24日 から28日 にわたつた.島 への往復は福岡海上保安

部巡視船"わ かちどり"に よつた.島 では福岡県の漁港修築工事監督員詰所に宿泊の便が

与えられた.

本文を草するにあた り福岡海上保安部次長江原正大氏ほか保安官の方/z,福 岡県教育庁
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,第246号.本 調査は文部省科学研究費によつて行なわれた.明

記して厚 く謝意を表する.



II.沖 の島の 生態地 理学 的特徴

沖の島は東経130.06',北 緯34つ14',博 多か ら74.9km,周 囲4km,東 西に1.2km,南

北に0.7kmの 玄海灘に うかぶ一孤島である.全 島にわたつて海岸線は絶壁あるいは巨岩

の累積した荒磯からな り,砂 礫帯はほとんどみられないが,南 部の鐘崎付近にごくわずか

な低地があ り波止場になつている.島 の長軸に沿 うて山稜が走 り,最 高峰である一の岳

(243.1m)を はじめとして東に二の岳,三 の岳および白岳の3峰 がそびxて いる・一の岳

には沖の島灯台,白 岳ほか1ヵ 所には砲台跡がある.鳥 山(1933)に よれば同島を構成す

る岩石は主 として粘板岩お よび石英珍岩で,前 者は島の基底を構成し,島 の脊梁やや南あ

るいは南東 よりか ら北西側は石英粉岩が,南 東側は粘板岩層が地上をおおつている・この

Fig. 1. A distant view of Okino-shima.

ような地質構造から北面では一様に25度 の傾斜,南 面では申腹以下約60-70度 の急角

度をもつ部分 と約30度 の傾斜をもつて中腹以下に発達す る斜面 とが区別される(Figs・1,

2*).

島全体が宗像神社の神域とされ,神 社の許可なしには一木 一石た りとも持出すことが禁

じられ,ま た今次大戦中は要塞地帯でもあつた。古来信仰上の掟,交 通の不便,軍 事上の

必要から九州本土と長 く隔離されていた.そ れ故,人 為はほとんどお よばず森林景観は主

にタブノキ ・ハマビワなど常緑濶葉樹 からなる代表的な暖帯性原生林相を呈 し,天 然記念

物に指定されている.ま た対馬暖流のために気候は温か く,ビ ロウ・オオタニワタリなど

暖地性植物の北限でもある(竹 内,1933).

沖の島の住民としては沖津宮の関係者2名 が定住,灯 台要員の数名が交代で勤務 してい

るにすぎない.そ のほかには冬季のブ リ漁,春 季の イサキ漁のために漁夫が一定期間島に

滞在する程度である.戦 時中は要塞として軍の…隊が駐屯し,そ の当時は鐘崎から白岳の

砲台 まで軍道が通つていたが,調 査時には全 く草木の繁るにまかせられ うずもれていた.

また調査時には漁港修築工事のため波止場付近に人夫が数十人合宿 していた.

このように沖の島は地形的にも,植 物群落上か らも,ま た人間社会とのつなが りの上か

らも単純性をもつてお り,こ の単純性が動物相に与える影響は大きいと考えられる.

*原 田大六氏(福 岡県糸島郡前原町)原 図,同 氏の御厚意に謝意を表する.



Fig. 2. A map of Okino-shima showing the topographical 
    environment and surveying stations (A-SE).

III.鼠 相

沖 の島全般 にわた りなるだ け広い範 囲で捕鼠作業 を行な うべ く計画 した.鶩 いた ことに

は捕鼠 は全 島にわたつ てすべ て クマネズ ミRattusrattus(Linnaeus)で あ つた.大 型 は

じき罠(家 鼠 用)と 小型(野 鼠 用)の 両方を用意使用 したが,結 果的にみて小型捕鼠器 は

クマネズミに対 してバ ネが弱す ぎ全 く効果がなかつた.そ れ故,捕 鼠器数 としては大型 の

みを示す に とどめる.以 下捕鼠 の概況,食 性お よび繁殖状態について述べ る.

1.捕 鼠 概 況

a)社 務 所裏 の灌木 林(Fig.2-st.A)

7月24日 上 陸後の 夕刻,上 記 灌木 林中に19個 の罠をかけた ところ,夜 のオオ ミズナギ

ドリ観察 の折 に2頭(♀,♂)の クマネズ ミが捕獲 されてお り,う ち1頭 は社務 所のす ぐ

裏 で とれ ていた(1個 の罠 のみ再び使用).翌25日 に は2頭(♀,♂)が さらに捕獲 され

た,そ れ故,罠 数20に 対 して捕鼠4頭,捕 獲率は20%と な る.

b)波 止 場付近(Fig.2-st.B).

こ こに漁V'用 い る漁業小屋数棟 と人夫 の飯場数棟があ る(Fig.3),こ の付近に24日

19個 の 罠をかけ.翌 朝11頭(♀8,♂3)の クマ ネズ ミを捕獲 した.捕 獲率は58%と き

わ めて高い,飯 場付近は残飯が多 く散在 し,小 屋は鼠の巣になつてい るらしい.



Fig. 3. The view of the wharf, the only narrow 
   gravel place in the islet (station B).

Fig. 4. The black rat, Rattus rattus (Linnaeus) 
    trapped at the room of wireless station of 

    the lighthouse (station C).

c)灯 台(Fig.2-st.C)

つ い で25日 に 原生 林の間をぬつて急 峻な坂道 を登 り,最 高 峰… の岳頂 上にあ る灯台 を

訪 れ,こ の付近 に も鼠がかな り多い ことをきいた.無 線室,官 舎,汚 物廃棄所に10個 の

罠をかけた ところ,翌 日やは りクマネズ ミ5頭(♀3,♂2)を 採 集,捕 獲率は50%で

あ つた(Fig.4),灯 台 を中心 にかな りの クマ ネズ ミが棲 息してい るこ とが知 られた・

d)二 の岳 中腹 の原生 林・(Fig.2-st.D)・

灯 台か ら先 はほ とん ど人 の往来 をみない所 である.海 上保安官 の方の案 内で 白岳を訪れ

た.途中 は主 として旧軍道 に沿 つて進んだが,雑 草 の繁 るにまかせ られ,到 底案 内な しで

は行 きつ くこ とがで きない状態であつた.原 生林は欝蒼 と茂 り(Fig.5),至 る所にオオ

ミズナギ ドリの巣を認 めた.二 の岳中腹の原生 林中に罠10個 をか け,翌 日やは りクマネ



Fig. 5. Virgin forest in the  halfway up Mt. 
    Nino—take (station D).

Fig. 6. The black rat trapped at the virgin 
   forest in the halfway up Mt. Nino-take 

   (station D).

ズ ミ5頭(♀2,♂3)を 捕 獲,50%の 捕 獲率 であつた(Fig.6).

e)灯 台 ・沖津宮間 の原生林(Fig.2-st.E)

最 後 に灯台か ら沖津宮 まで の間,数 ヵ所に罠50個 をか け,翌27日 や は りクマ ネズ ミ7

頭(♀4,♂3)を 採 集(Fig.7),捕 獲 率 は14%で あ つた.こ のあた りも欝蒼 たる原生

林で(Fig.8),特 に オオ ミズナギ ドリの巣が多 く(Fig.9),ク マ ネズ ミが共棲 してい る

ことが知 られた.

以 上の捕 獲率 を波止場 ・灯 台を中心 とした地域(半 野棲)と 原生 林(野 棲)に わけて比

較 してみ ると,前 者は55.2%,後 者 は20%と な る,1回 のは じき罠に よる捕獲率は個体

群密度 の多寡 を正確 に示す ものではないが,そ の大要 を知 る 目安にはな る.こ れに よると

クマネズ ミの密度 は家 を中心 とした地域 に より高 い ことがわか るが,原 生林の中において

も普通 九州本土 にみ られ る野鼠の密度以上 であ ることが知 られ る.こ の よ うに海岸か ら原



Fig. 7. The black rat trapped at the virgin 
    forest where the streaked shearwaters, 

   Puffinus leucomelas (Temminck) inhabit 
   in high density (station E).

Fig. 8. Virgin forest between the lighthouse 
    and the shrine—office (station E).

生林に至るまで全島にわたつて クマネズミだけで構成されている沖の鳥の鼠相は,日 本に

おけるクマネズミ野棲化の著しい最初の例で,哺 乳動物相の単純性を如笑に示 した興味深

い現象である.

2。 食性および繁殖状態

捕獲 された クマネズミを捕獲地別に まとめ,そ の食性を胃内容 によつて調べてみると

Table1の ようである.こ れによると波止場や灯台付近にあらわれる鼠は主食を残飯に

依存 していることは確かである.雑 草を食しているものも多 く,ま た少ないながら昆虫を

捕食 していることは注 目すべきである.こ の資料から,こ れらのクマネズミは家屋 と野外

の両方で採餌する半野棲のものが多いことが知られる.調 査当時,人 の住んでいなかつた

小屋周辺部に おいて特に高い頻度で鼠が捕獲されたことは,ク マネズミがここを根城 とし

て飯場付近に採餌に出かけていることを暗示している.



Table 1. Comparison of the feeding habits by the contents of stomachs 

      between the semi—wild and wild black rats.

っぎに家屋から遠 く離れて原生林中に 棲息する純野棲のクマネズミの胃内容は容量およ

び出現頻度 とも雑草,昆 虫,種 実の順 となつている.半 野棲のものに比して昆虫,種 実の

割合が特に高いことは興味深い・これは同種の鼠においても棲息場所の相違によつてその

食性に大きな変化をきたすことを如実に示す よい例でもある.

捕鼠数は計32頭(♀19,♂13),す べて成獣であつた・雌の うち3頭 は妊娠 しており,

それぞれ7,8,9個 の胎児を認め,他 に1頭 の発情個体があつた・雄では睾丸の大きな

ものは4個 体(2.2×1.3～1.8×1.0cm),他 は比較的小さかつた(1・1×0.6～0・7×0.3

cm).こ のような繁殖状態にある個体は半野棲,野 棲をとわずほぼ一様な傾向にあつた.

大友(1931)に よれば住家性 クマネズミの妊娠率は8月 蟻最高を示 し,大 体夏季に高いと

い う.わ ずか1回 だけの資料であるため,野 棲化したクマネズミの繁殖について云々する

ことはできない.し かし繁殖状態にある個体がかな りみられたこと,幼 獣がとれなかつた

ことか ら,繁 殖適期に入つた直後のように思われる一般 に野鼠は家鼠 よりも繁殖期の区

分が明瞭である.

IV.そ の他 の脊椎 動物 相の特 殊性

1.オ オ ミズナギ ドリ Puffinus leucomelas (Temminck)

沖の島の動物相を特徴づけているものにオオミズナギ ドリがある.こ れは北西岸の至る

所に長径20～30cm,短 径10-20cm,深 さ1m内 外の巣穴を掘つて棲曹、している・ 同

島の脊椎動物 として最も優勢な種族である.し かしこの鳥は島の常住者ではな く,繁 殖の

ために2,3月 頃から11,12月 頃まで留まるのみである.未 明採餌のため大洋に飛びた

ち,日 没後巣にもどる.調 査時は産卵 ・抱卵期にあたり,昼 間でも雌雄いずれかが常に巣

に留まり1個 の卵を抱卵 していた.卵 を うんでいない巣穴では 日中は雌雄 ともに巣にはい

なかつた.巣 穴は草木の根元や岩石の下など土砂の崩壊を防ぎうるところにつくられてい

るものが多い(Fig.9).わ れわれの観察例では巣穴は1m2に4個 もあ り,その中3個

まで親鳥が抱卵していた場合もあつた.池 田 ・安元(1933)に よれば1間 四方に13の穴が



Fig.  u. A pair of streaked shearwater in 

   their nest at night (station E).

Fig. 10. Eumeoes latiscutatus latiscutatus. Xca. 1/2 
  A. Specimen from Kumamoto City 3`; 

  B. Specimen from Okino-shima *(No. 58-2).

数えられた とい う.オ オミズナギ ド

リがかなりの高密度で地上を 占めて

いることが察せられ る.こ のような

オオミズナギ ドリの高密度棲息地に

クマネズミがこれまたかなり多 く共

棲していることは殊に興味深い.天

敵である食肉獣が全 く棲息せず人為

のおよぼないことが,こ の鳥の繁殖

地 として今 日に至つている最大の原

因と考えられる.

2.沖 の 島産 トカゲ Eumeces

latiscutatus  latiscutatus  (H allowell)

沖 の島には爬虫類 としては トカゲ

が棲息 してい るのみであ る.本 島産

1・カゲは体長200mmを こ える大形

のものが多いに反 し,本 土産 トカゲ

では200mmを こえ るものは少な く

普通 それ以下 であ る(Fig.10).大

島 博士お よびわれわれが採集 し た本

島産 トカゲ6個 体 の測定値 お よび鱗

の特徴 をTable2に 示 した.と こ

ろで伊豆大島の オ カダ トカゲE.1.

okadaeStejnegerは 体 鱗 列の多い

こ と(28～30列),体 色 の相違 に よ

つ て亜種 とされ てい る.体 鱗列 を本

土産 トカゲ(Stejneger,1907;Tay-

lor,1935)沖 の 島産 トカゲお よび

オカダ トカゲ(Stejneger,1907)

に つ い て比較 しTable3に 示 した・

これに よると本土 産 トカゲの体鱗は

従来いわれ てい るよ うに24～26列,

稀 に28と み て よか ろ う.と ころが

沖の島産ト カゲには28列 のものが

か な り高い割合で現われ る可能性が

あ る.採 集個体数が僅少な のは遺憾

である.

また九 州本土産(熊 本お よび福 岡)

の トカゲでは第一の上腱鱗superci1・



Table 2. Measurements and scale characteristics of  Eumeces latiscutatus 
     latiscutatus (Hallowell) from Okino—shima.

  Specimens, a part of tail being cut off. 

         Table 3. Comparison of scale rows between Eurneces latiscutatus 

               latiscutatus and E. 1. okadae.

iaryが 著 しく大形(最 後 の上 腱鱗 の2倍 以上)で あ り,前 額鱗prefronta1に 接 す るの

で,第 一の上眼鱗supraocularと 後 頬鱗posteriorlorealと は 相接 しない(Fig.11-A).

これ に反 し,沖 の島産6個 体では第一の上捷鱗が小形(最 後 の ものの2倍 より小)で,

No.33-1を 除 く5個 体 においては左右両側 とも 第一 の上腱鱗が前額鱗 に接 しない(Fig.

11-B).No.33-1で は 左の第… の上捷鱗は小形 ではあ るが前額鱗に接 し,右 側 では接 して

いない.

上 述の よ うに,沖 の島産 トカゲは本土 産1・カゲと区別 され る点は若干認 め られ るが,木

場教授 の同定 に より本土産 トカゲと同一亜種 とみな したい.本 島産 トカゲにつ いては離島

の生態 的環境 の特殊性 と相 まつ て興味深い ものがあ り,今 後 さらに多 くの個体 を採集 し,

精 査す る必要を痛感す る.

3.地 形 ・地質 と動物相 との関係

ここで注 目すべ きは沖の島の地形 お よび地質 的な特徴 と動物相 との関連であ る.沖 の島

にお ける両棲 ・爬虫類相 の特 殊性につ いては大島(1934b)も 指 摘 してい るよ うに,同 島



Fig.  11. Lateral (slightly oblique) view of the head of Eumeces 
latiscutatus latiscutatus. X 3 5 

     A. Specimen from Kumamoto City a, 
     B. Specimen from Okino-shima (No. 58-2) ; 1. The 

     first superciliary ; 2. Prefrontal ; 3. The first supraocular ; 
     4. Posterior loreal.

には上述の トカゲがみられるのみで蛇も蛙もみられない.大 島はその理由として"台 風の

時しばしば島の山上に達するほど波の飛沫が高くとび,崖 の上に立つ社務所の屋根を伝い

落ちる雨垂が戯水になるとい う猛烈さから推 して全島に彼等の棲むべき所のないことを首

肯かせる"と している.島 内所々にみられる枯木の大集団もおそ らくこの影響によると考

えられているほどである(竹 内,1933).ま た斜面が急で平地がほとんどないため雨水の



た まる場 所 とてない地形 であ る,人 工 的につ くられた水だめが2,3み られたが,そ の水

とて高等動物 の生活を許 さないほ どに腐敗 していた.こ うい うことが棲息条件 として水 と

の関連がつ よい両棲類 や蛇の存在 を許 さない原因 と考 え られ る.こ の よ うに両棲 ・爬虫類

として トカゲだけがみ られ るとい うこ とは沖の島の脊椎動物相 の大 きな特殊性 と言わねば

な らない.

つ ぎにオオ ミズナギ ドリの棲息地が石英粉岩層か らな る北 酉部の緩傾斜 地 と粘板岩 層で

は大麻 畑付近の緩傾斜地に限 られ てい るのは興味深い.オ オ ミズナ ギ ドリの棲息 には急傾

斜地はあ ま り適 さず,ま た岩板 が地表近 く露出 す る地域は巣穴をほ る上か らも不適 であ る.

鳥 山(1933)に よれば木島 の粘板岩 および石英粉岩はいわゆ る対 馬X71`un.地の 周辺 に発達す る

中生 層に対比すべ きこ とは明 らか で,前 者は南朝鮮の慶 尚層の 部 に,後`tは 仏 国寺統 に

対比すべ きものであ るとい う.Kuroda&Uchida(1959)は 沖 の島産 ジネズミを九 州 ・

四国産 サイ ゴクジ ネズ ミCrocidurarussuladsi-nezumi(Temminck&Schlegel)と は

別種の新 亜種 オキノシマコジ ネズ ミCrocidurasuaveolensokinoshimaeと し,朝 鮮 ・対 馬

系の もの と同種 に取扱つた.貧 弱な哺乳動物相 の うちにあつ て,本 島在来の動物 がただ1

種,し か も大陸系であ ることが知 られた ことは地質学 上か らも興味深 い もの と言 わねばな

らない.

V.鼠 相 の 特 殊 性 に 対 す る考 察

今 まで沖 の島 の脊椎動物相 の特殊性 を論 じ,哺 乳動物相 の貧弱性 につ いても言及 したが,

こ こでは特異 な鼠粗 のな りたちを考 察 したい.一 般 に離島の鼠相はそれ ぞれ の生態 的特殊

性 を示す ものではあるけれ ども,同 島の ように野鼠は全 く棲息せず家 鼠た るクマ ネズミが

奈島 にわたつ て野棲化 してお り,し か もただ1種 のみ とい うことは特筆すべ きことであ る.

野 鼠 は元来 その土地 に土着分布 しているもので,一 般 に大 きな離島には野鼠の棲息 をみ る

のが善通 である.例 えば北海道 周辺 の離 島(太 田,1958),隠 岐 島(平 岩 ・徳 田 。内rn・

杉 山,1958),奄 美 大島(平 居他,1958)そ の他 枚挙にい とまがない程 であ る・ また 日木

列島の大 半を通 じて ドブネズミRattusnorvegicus(Berkenhout)が ク マネズ ミよ りも優

勢 であ り,ド ブ ネズ ミの野棲 は広 く知 られ ている(平 岩 ・内田 ・濱島,1959参 照).そ れ

に反 して クマ ネズ ミが野外生活 してい ることは例外 的な もの しか知 られ ていない.す なわ

ち花 岡(1937)は 長 野県諏訪湖畔 で1頭,平 岩 ・内田他(1957)は 福 岡県英 彦山の灌木 林

中で1頭(?)を 捕 獲 した ことを報告 しているにす ぎない.ク`7ネ ズ ミは汎世界 的に分布

し,元 来は野外生活 と くに樹上生活をす るものであつた.北 半球 の温帯北部 で こそ クマ ネ

ズ ミは家鼠 として人家 と強 い関連 のもとに生活 してはい るが,温 帯南部 や亜熱帯か ら熱帯

にか けては ドブ ネズ ミよ りも優勢であつ て,し か も野外 生活す ることが多 くの報告か ら知

られ ている.平 岩他(1958)は 奄 美大島において クマ ネズ ミが ドブネズミよりも優勢であ

り,し か も水 田を荒す のも クマ ネズ ミが よ り多い傾向にあ ることを指摘 し,こ の付近 が 日

本列島におけ る ドブネズ ミとクマネズ ミの勢 力の転換 点をな し,両 種 の勢 力関係 に気候的

要因が大 き く作用 してい る例を示す とした.以 上か ら沖の島において クマ ネズ ミが独 占種

で あ り野棲化 してい ることは 日本本土におけ る鼠相 としては特殊 な場 合であ るこ とがわか

る.永井(1938)は 九州南 方海上 の十島村において カンザ ンチ ク結実 に よる クマ ネズ ミの



異常増殖をみているが,鼠 相の詳細は明らかでない.

家鼠であるクマネズミや ドブネズミは人間とともに導入されたものが多 く,離 島の村落

には両者ともに入 りこんでいるのが常である.こ こで問題になつて くるのは沖の島に ドブ

ネズミがなぜみられないかとい うことである・両種の鼠が島内に運ばれる機会があつたと

すれば,お そらくドブネズミが優勢を保つたであろ う.精 査の結果からも ドブネズミの棲

息が確認 されないところから,ド ブネズミの搬入される機会が未だなかつたとしか考えら

れない.クマ ネズミは元来が樹上生活・者,一 名shipratと も呼ばれ,と も綱を渡つて舟

から陸地へ身軽に移動できるに反 し,ド ブネズミはこうした習性をもちあわせないことが

島への潜入の機会に恵まれない原因とみてよかろ う.本 土との交通は稀であ り,ま た小船

でさえも波浪のために接岸困難なことが多い同島の波止揚の状態は,ド ブネズ ミの侵入を

許さなかつた1つ の原因とみてよかろ う.

同島の鼠は25年 前の調査によつてもみ とめられていたが,種 類は不明であつた(大 島,

1934b).搬 入された クマネズミがなぜ全島にわたつて繁栄するに至つたかは興味ある問

題である.クマネズミはまず波止場や灯台を中心にして棲みついていたものと考えられる.

戦時中はおそらく砲台の兵舎付近にも棲息していただろ う.住 民が少ないためによる餌の

不足から,次 第に野外に侵入し,競 争者である野鼠のおらないところから現在の繁栄をみ

るに至つたとみるべきである.さ きにクマネズミとドブネズミの勢力関係において気候的

要素が大きく作用していることを述べたが,沖 の島についても一考の余地がある.同 島の

気候は対馬暖流の影響によつて緩和 され暖かい(竹 内,1933;大 島,1934a).こ のことも

温地性起源を有するクマネズミの著 しい繁栄をもたらしめた一因とみてよかろ う・同島の

野棲 クマネズミは他の地域のアカネズミApodemusspeciosus(Terr.minck&Schlegel)

および ヒメネズミApodemusgeisha(Thomas)の 生態的地位 と棲息場所を占めていると

みることができる.

昭和29年2月 下旬,九 州本土から約1.5kmへ だたつている宗像郡玄海町地の島の鼠絹

を調査 した,地 の島は東西0.8km,南 北2.3kmの 小島で,沖 の島の約2倍 の面積,中

央に約180mの 山がある.島 内には戸数約50戸 の2部 落がある・ この島ではやや調査

不十分の うらみがあるが,野鼠はみられず,家鼠は両種 とも棲息していた.本 土 との交通頻

繁と接岸可能が ドブネズミの侵入を容易にしていると考えられ る.地 の島と沖の島の鼠相

の相違はいつに交通頻度の多寡 と地理的環境 とくに波浪による接岸の難易によつて生 じた

ものとみるべきである・目下沖の島では漁港修築工 事が継続 されており,こ れが完成 して

容易に接岸可能 とな り交通 最が増 してくれば,今 後 ドブネズミの侵入し うる機会は多 くな

ることが予想される.

鼠相としてさらに興味あることは,す でに述べた ようにクマネズミがオオミズナギ ドリ

と共棲していることである.他 にオオミズナギ ドリの繁殖地はかなり知 られているが,筆

者らの知る限 りでは鼠との共棲の報告はない・野鼠 との共棲は行なわれているのではなか

ろうか.沖 の島の場合,昼 間はオオミズナギ ドリの親鳥が常に交代で抱卵しているので,

クマネズミが鳥の卵を襲 う機会はほとんどないとみてよかろ う.互 に食物に対する競合が

ないことが,彼 等の共棲を許す最大の原因と考えられ る,



要 結

沖の島の動物相はそ の生態地理学 的特殊 性 と相 まつて興味深 い ものが多い.わ れわれは

昭和33年7月24か ら28日 に わたつて同 島の動物相 を調査 した.本 報はその うちの脊椎

動物相 の特殊性 を論 じたものであ る.こ の特 殊性は同島において もつ とも優勢 な種族 であ

る クマ ネズ ミ,オ オ ミズナギ ドリお よび トカゲに よつて代表 され るといつて もよかろ う.

わ れわれ の調査結果 は次の通 りであ る.

1・ 哺乳動 物椙は小 島の特 徴 と して きわめて貧弱であ る.ま ず鼠相は全島にわたつて ク

マ ネズ ミただ1種 か らなつ てお り,そ の棲 息密度 もか な り高 い.胃 内容に よる食性調査か

ら家屋 地区の ものは半野棲 とみ られ る.調 査 時 これ らの鼠は繁殖適期に入つた直後 と考え

られ る.こ の鼠相 の特殊 性は同島の生態環境 としての単純 性 と ドブネズ ミの侵入を妨げ る

地理 的条件 とに よつて もた らされてい る.沖 の島の鼠相は 日本におけ る特例 といい うる.

そ の他 の哺乳類 としては オキ ノシ マコジネズ ミを産す る.ま た コウモ リの棲,自、は知 られて

いたが,今 回の調査 では確認 されなかつた.食 肉獣は全 く棲息 しない.

2.同 島 の鳥類 の うち もつ とも著 明な ものは北西お よび南西岸に広 くみ られ るオオ ミズ

ナギ ドリで,そ の棲息地は地質 や地形 と密接な関連があ る.調 査時 この鳥は産卵 ・抱卵期

にあたつていた.オ オ ミズナギ ドリとクマ ネズ ミが共棲 してい ることは興 味深い.餌 に対

す る競合 がない ことがその原 因 と考 え られ る.

3,大 島(1934b)も 指 摘 してい るよ うに,同 島には爬虫類 としてはト カゲを産す るのみ

で,両 棲類 をみない.こ れは殿風時全島が海水の飛沫を うけ,ま た全島が 山塊か らな るた

め傾斜 が急で水のた まる所がほ とん どない とい う環境要因に よるもの と思われ る。木島産

トカゲは本土産 トカゲに比 して次 の よ うな相違 点がみ られ るが,木場教授 に よつて木土産

トカゲ と同一亜種 に同定 され た.木 島産 トカゲは200mmを こxる 大形の ものが多 く,

体 鱗 も28列 の ものがか な り高 い割 合で現われ る可能性があ る.こ れに反 し本土産 トカゲ

は200mmを こ えるものは 少な く,体 鱗 は24～26列,稀 に28列 で あ る.ま た本島 産 ト

カゲは本土産 の ものに比 して第一 上隠鱗 が小 さく,そ のために第 一上薩鱗,前 額鱗,第 一

上眼鱗,後 頬鱗 の位置 的相 互関係 にかな りの相違 がみ られ る.今 後 さらに多 くの材料 につ

い て精査す る必要 があ る.
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 Resume 

   In general the fauna of an isolated island is interesting in the points of 
ecological and geographical views. Okino-shima (Lat. 34° 14' N, Long. 130" 06' 
E) situated in the Japan Sea, 74.9 km off Fukuoka City, is an islet about 4 km 
in circumference (Fig. 1 ). The whole islet consists of a mass of mountains 
surrounded by cliff. There is, however, only one gravel shore where the wharf 
is constructed at southern edge of the islet. A chain of four peaks runs from 
west to east along the major axis of the islet. A lighthouse stands above the 
summit of Mt. Ichino-take and two old batteries of war time remain at the 
summit of Mt. Shira-take and another place (Fig. 2 ). 

   The whole islet belongs to the precinct of the Munakata Shrine. As the 

permanent residents, one Shinto priest and another lay man dwell in the shrine 
yard and besides them three lighthouse personnels work comming by turns. 
Some fishermen stay at some huts near the wharf in spring and winter fishing 
seasons. At the time of this survey, a number of laborers had been boarding 
together at some rude cabins for the purpose of repairing work of the wharf. 
As above mentioned, owing to the taboo of faith, difficulty of communication 
or strategic importance, the islet has been isolated from Kyushu for a long 
time. Therefore, influence of human power has not almost been imposed upon 
the islet and the vegetation consisted of evergreen broad-1 aved trees shows 
an appearance of virgin forest. 

   Ikeda & Yasumoto (1933) and Ohshima (1934 b) reported on chiefly shore 
animals, and Kuroda & Uchida (1959) described a new form of shrew, Crocidura 
suaveolens okinoshimae which is also interesting geologically, from the islet. We 

stayed at the islet to study the fauna from July 24 to 28, 1958. In this paper, 
has been described only the peculiarity of vertebrate fauna represented by the



black rat, streaked shearwater and endemic lizard. The results obtained are 
as  follows  : 

   Mammalian fauna is very poor as in the case of other islets. Murine fauna 
contains only one species, Rattus rattus (Linnaeus) all over the islet. The rats 
inhabit not only in the district of residence near the wharf and lighthouse 

(Fig. 2-sts. B and C ; Figs. 3 and 4), but in the forest (Fig. 2-sts. A, D and E ; 
Figs. 5-8). In addition to this, the population density seems to be relatively high. 
By the examination of the contents of stomachs, it became clear that the rats 
in the district of residence were semi-wild. As to the feeding habits, consid-
erable difference was found between the semi-wild and the wild lives (Table 
1 ). The rats were considered to be just after entrance to the breeding season 
judging from the inspection of their genital organs and age-constitution of 
captures. Such a peculiarity of murine fauna is attributed to simplicity of 
ecological environment and geographical condition which prevents from inva-

sion of the Norway rat, Rattus norvegicus (Berkenhout) to the islet. Besides 
this, an endemic shrew was reported as above mentioned. One species of 
Chiroptera was found by Ikeda & Yasumoto (1933), specific name being unknown. 
Carnivora does not inhabit in the islet. 

Puffinus leucomelas (Temminck) which is the most dominant species of birds 
in the islet, inhabits at north-western and south-western parts of the islet (Fig. 
9). The habitat is closely connected with the soil and the topography of the 
land. The birds were just in breeding season at the time of this survey, and 
either of the parents sat on an egg in the nest alternately day and night. 
It is very interesting that the birds inhabit sympathetically together with the 
black rats at the same habitat. This phenomenon can b. attributed to non-
competition for foods between both species. 

   Only one endemic lizard is fairly numerous as reptile, and no amphibian 
species is found in the islet. This agrees with Ohshima's report. This seems 
to be attributed to environmental factors, such as spray of sea-water coming 
up to the top of mountain at the time of typhoon, together with the condition 
that no water puddle is made when it rains, the slope being very steep. The 
endemic lizard was identified as Eumeces latiscutatus latiscutatus (Hallowell) by 
Prof. Koba of Kumamoto University, though he noticed some differences 
between common and endemic ones as mentioned below. Measurements and 
scale character of six endemic lizards are shown in Table 2. The endemic lizards 
were measured more than 200 mm in total length (Fig. 10), and individuals 
which have 28 scale rows were found in fairly abundance (Table 3). In the 
common lizards, the first supraocular does not come in contact with posterior 
loreal, because the first superciliary which is more than twice the size of the 
last superciliary keeps touch with prefrontal (Fig. 11-A). On the contrary, in 
the endemic lizards the first superciliary which is less than twice the size of 
the last one does not come in contact with prefrontal (Fig. 11-B). It is desired 
to study further on this point basing on many specimens.
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